
今月の読み物

賀正垂木

ふかたにのぼる
（第 7班）

　この頃近所で見かけない賀正垂木。

　毎年　原板価格、塗料代、型代、人件費が上がって良い値段です。

　毎年購入いただくお得意様は「町の人が楽しみにしていてね。大勢の人が正月に家族で写真を撮りに

来るんだ。」「やめられないよね」と仰っていました。

　この正月飾り、愛知県の製材所で作っています。隣町の印刷屋さんに型板を作ってもらい 2名の職人

さんが丁寧に垂木を並べ、型板を置いて塗料を吹き付けます。白の塗料を乗せるのは大変難しいらしく

黒色をまぜて何度も塗り重ねていました。大きさは高さ 4 m×幅5.8m。SNSの影響で受注が増えている

とのこと。今年の売りは「ひだりうま」人が集まり商売繁盛の意味が込められています。

　戦後の高度経済成長で忙しい深川の材木屋が掃除まで手が回らずせめて材木に絵を書いて立て掛けれ

ば会社が綺麗に見えると考えたのが始まりだとか。是非ご自宅又は貸家の正月飾りに木力とまね木ねっ

こを添えて深川の街を飾るのも良いかと、神社に奉納するのも縁起が良いかと考えています。神社総代

さん宜しくね。
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＜筆者のつぶやき＞

　U氏の探索は 5月10日正午すぎの12時15分にこの弁慶スギを撮影している。彼は実に細かく、しかも

正確に自らの足跡を記録しており、誰にでもできることではない。「記録は正確を期す」とするU氏の行

動に、改めて感銘を受けた。

　さて弁慶スギの生息地の標高1,060m付近とあるがスギの巨木が高地に棲息し、しかも樹齢800年の巨

樹となるのか？しかし嘘ではないだろう。スギが高地にも棲息でき、しかも800年も永らえたという事実

は初めて知った。巨樹であり長寿の樹には、樹そのものに長い歴史と、その樹ならではの個性を持つ。

こういう発見も楽しいことである。

　源義経と武蔵坊弁慶の逸話にある五条の大橋での出会い、安宅の関で義経を打ち据え、衣川の戦いで

は義経の盾となり無数の矢を受けて立往生死した武蔵坊弁慶と、本稿の大船神社のスギを蘇らせた弁慶

とはイメージが異なるが、こういう一面も併せもっていたということだろう。

写真番号-6、7 樹番号36.38　大山白山神社の大スギ（女
め お と

夫スギ）

　樹齢推定700年　幹周囲11.5m　樹高41m　賀茂郡白川町大山水戸野　国指定天然記念物

　＊岐阜県ホームページより抜粋

　大山白山神社は海抜862mの山上にあり、神社境内の本殿に向かって左側にこの大スギがある。樹勢き

わめて旺盛である。神社境内には、スギの大木が300本以上あり、見事な社叢をなしている。1959年の伊

勢湾台風により社殿や多くの樹木が被害を受けたが、この大スギは難を免れて現在も雄大な姿を見せて

いる。

＜筆者のつぶやき＞

　 2本のスギが寄り添うように立ち上がり、途中で幹が分かれていくという大変珍しい形のスギである。

地元ではこの 2本を仲の良い夫婦のようで大変珍しいと、名づけて「女
め お と

夫スギ」と称している。どちらが

女・女性か、夫・男性か定かではないが、この写真を見る限り写真 6が女性のようにすらりとしている

ように思える。こちらが女性であれば写真 7が夫、きりりとした男性ではないか。この見方からすれば、

なるほど、写真 6は根が逞しく地面の土と岩を掴み、幹は荒々しく上に伸びている。家長として子孫を

産み育てる女性にふさわしく見える。

　やや登りの後背地には、細いが伸びの良

いスギ林を従えている写真 7のスギは、家

族にたとえれば、家長の威厳のある巨木と

見ることもできる。

　されど後背の木は子にしては細すぎるで

はないか。とすれば孫木とも言えないこと

もない。こうしてどんどん想像を膨らまし

てみるのも面白いものだ。巨樹・巨木シリー

ズはますます楽しくなってきた。続く

写真 7　大山白山神社の大スギ写真 6　大山白山神社の大スギ

─ 23 ─


